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　はじめに

　サバ科 Scombridaeは世界で 15属 49種が知ら

れており（Collette and Nauen, 1983），日本近海に

は 11属 21種が分布する（中坊・土居内，2013）．

サワラ属 Scomberomorusは世界で 18種が有効種

と し て 認 め ら れ て お り（Collette and Nauen, 

1983），そのうち，日本からはヨコシマサワラ S. 

commerson，タイワンサワラ S. guttatus，ヒラサ

ワラ S. koreanus，サワラ S. niphonius，ウシサワ

ラ S. sinensisの 5種が知られている（中坊・土居内，

2013）．Scomberomorus commerson は Lacepéde 

(1800)によって Scomber commersonとして新種記

載された．Kishinouye （1923）は山口県北岸から，

日本における本種の標本に基づく初めての記録を

報告し，同時に本種に対して和名ヨコシマサワラ

を提唱した．

　現在，ヨコシマサワラはインド・西太平洋，紅

海および地中海の熱帯・亜熱帯域に分布すること

が 知 ら れ（Kishinouye, 1923; Collette and Nauen, 

1983; Dor, 1984; Collette and Russo, 1984; Moshin 

and Ambak, 1996; Carpenter et al., 1997; Collette, 

2001; Kimura et al., 2003; Kim et al., 2005; Kimura, 

2009; Kimura, 2011; Kimura, 2013），国内からはこ

れまで新潟県佐渡島周辺，山口県北岸，長崎県生

月島と琉球列島から標本に基づいて報告されてい

る（Kishinouye, 1923；加藤，1956；道津・冨山，

1967；吉野ほか，1975；中坊・土居内，2013）．

2010年 12月 30日に鹿児島県南さつま市笠沙町

沖で，ヨコシマサワラと同定される 1個体が採集

された．本標本は鹿児島県におけるヨコシマサワ

ラの標本に基づく初めての記録となるため，ここ

に報告する．

　材料と方法

計数・計測方法はおおむね Marr and Schaefer 

(1949)を改変した Gibbs and Collette (1967)にした

がった．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm

まで行った．ヨコシマサワラの生鮮時の体色の記

載は，固定前に撮影された鹿児島県産の 1標本

（KAUM–I. 35615）のカラー写真に基づく．標本

の作製，登録，撮影，固定方法は本村（2009）に

準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総

合研究博物館（KAUM: Kagoshima University Mu-

seum）に保管されており，上記の生鮮時の写真

は同館のデータベースに登録されている． 

　結果と考察

Scomberomorus commerson (Lacepéde, 1800)

ヨコシマサワラ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 35615，標準体長 476.0 mm，

尾叉長 494.0 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片

浦崎ノ山東側（31°25′44″N, 130°11′49″E），水深

27 m，2010年 12月 30日，定置網，伊東正英．

鹿児島県から得られたサバ科
ヨコシマサワラ Scomberomorus commersonの記録
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記載　計数形質と体各部の尾叉長に対する割

合を Table 1に示した．体は細長い楕円形でよく

側扁する．体の輪郭は背腹が同程度に膨らむ．体

高は頭長の約 0.82倍と低く，第 2背鰭起部で最大．

上下各顎にはそれぞれ 1列の円錐歯があり，歯の

縁辺には微細鋸歯がある．吻端は尖る．口裂は大

きく，主上顎骨後端は眼窩後縁直下に達する．主

上顎骨後端は露出する．第 1背鰭と第 2背鰭は近

接する．第 1背鰭は後方にゆくに従って低くなる．

第 2背鰭起部は臀鰭起部より前方に位置する．第

2背鰭基底後端は臀鰭第 14軟条起部直上に位置

する．臀鰭起部は第 2背鰭第 10軟条起部直下に

位置する．胸鰭起部は第 1背鰭起部直下よりわず

かに前方に位置する．胸鰭後端は尖り，第 1背鰭

第 10棘条起部直下に達する．腹鰭起部は第 1背

鰭起部直下に位置し，腹鰭後端は第 1背鰭第 6棘

条起部直下に達する．尾鰭は深く湾入する．側線

は胸鰭基部上方から始まり，第 2背鰭後方で急に

下方に曲がり，尾鰭基底付近で終わる．体は細か

い小鱗に被われる．

色彩　生鮮時の色彩―体背面は黒色．体側上

部は青みを帯びた銀色で，体腹面は一様に銀色．

第 1背鰭は一様に淡い黒色．第 2背鰭，背鰭後方

の小離鰭，胸鰭および尾鰭は緑がかった濃い黒色．

腹鰭棘条および腹鰭の鰭膜は白色．腹鰭軟条は黒

色．臀鰭の先端および臀鰭後方の小離鰭は白色．

臀鰭基底付近は黒色．体側には暗色横帯が多数入

る．固定後の色彩―体背面は暗い褐色となる．

分布　紅海を含むインド・西太平洋，および

地中海の熱帯・亜熱帯域に分布する（Kishinouye, 

1923; Collette and Nauen, 1983; Dor, 1984; Collette 

and Russo, 1984; Moshin and Ambak, 1996; Carpenter 

et al., 1997; Collette, 2001; Kimura et al., 2003; Kim 

et al., 2005; Kimura, 2009, 2011, 2013）．国内では新

潟県佐渡島周辺（加藤，1956），山口県北岸

（Kishinouye, 1923），長崎県生月島（道津・冨山，

1967），鹿児島県（本研究）および琉球列島（吉

野ほか，1975；Senou et al., 2006）から報告がある．

備考　本標本は吻が短いこと，第 1鰓弓上の

鰓耙数が 3本であること，第 1背鰭棘条が 16本

であること，上顎後端が露出することなどが

Collette and Nauen (1983) や Collette and Russo 

(1984)，Collette (2001)が報告した Scomberomorus

の標徴と一致した．また体に多くの横帯を有する

こと，側線は第 2背鰭後方で急に下方に曲がるこ

と，歯の縁辺に微細鋸歯があることなどの特徴が

Collette and Russo (1984)や Collette (2001)，中坊・

土 居 内（2013） の 報 告 し た Scomberomorus 

commersonの標徴とよく一致したため，本種と同

定された．また，本標本の計数値および計測値は，

タイとマレーシアから採集され，本研究で比較を

行った標本の値の範囲内におおむね当てはまり，

よく一致する．鹿児島県産の標本は，タイとマレー

シア産の標本と比べて，頭長，第 1背鰭前長，第

2背鰭前長，胸鰭前長，腹鰭前長，腹鰭長，眼窩径，

上顎長の尾叉長に対する割合がやや小さく，一方，

体長，第 2背鰭長の割合はやや大きい（Table 1）．

しかし，本標本から得られた値は Collette and 

Russo (1984)の示した Scomberomorus commerson

の計数値・計測値とよく一致し，これらの若干の

Fig. 1. Fresh specimen of Scomberomorus commerson (KAUM–I. 35615, 476.0 mm FL, Kagoshima Prefecture, Japan).
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相違は種内変異であると考えた．本種は側線が第

2背鰭後方で急に下方に曲がること，第 1鰓弓上

の総鰓耙数が 3–8であること，第 1背鰭棘条数が

15–18であることなどで同属他種から識別される

（Collette and Russo, 1984）．

ヨコシマサワラの鹿児島県での採集記録は，こ

れまでの国内における本種の分布の空白域を埋め

るものであり，本種が佐渡島から琉球列島にかけ

て連続的に広く分布することを示唆する．しかし，

本種は群泳することが知られているが（Collette, 

2001），鹿児島県では 2010年に 1個体が単独で漁

獲されたにすぎない．これは上記個体が黒潮に

よって鹿児島に偶発的に運ばれてきた可能性を強

く示しており，本種が鹿児島県近海で再生産して

いる可能性も低いと考えられる．

比較標本　ヨコシマサワラ Scomberomorus 

commerson（10 個 体， 体 長 112.4–468.0 mm）：

KAUM–I. 12638，体長 374.0 mm，マレーシア・

サバ州クダ沖（06°93′N, 116°94′E），2008年 10月

5 日，荻原豪太；KAUM–I. 16943，体長 152.0 

Minami-satsuma
Thailand and Malaysia

Kagoshima Prefecture, Japan

n = 1 n =9
Fork length (FL; mm) 494 118.5–496.0
Counts
  Dorsal spines 17 16–18
  Dorsal fin rays 18 15–17
  Anal fin rays 17 16–21
  Pectoral fin rays 21 20–23
  Pelvic spines 1 1
  Pelvic fin rays 5 5
  Caudal fin rays 21 21
  Dorsal finlets 10 10–11
  Anal finlets 10 8–11
  Gill rakers 3 3–6
Measurement (% FL)
  Standard length 96.4 94.4–96.0 (93.7)
  Head length 20.9 21.4–25.9 (23.8)
  Snout to insertion first dorsal 21.9 22.7–27.3 (25.1)
  Snout to insertion second dorsal 49 49.2–53.0 (51.1)
  Snout to insertion anal 54.7 52.4–57.6 (55.6)
  Snout to insertion of pectoral fin 22.4 22.5–27.1 (24.9)
  Snout to insertion of ventral 23.3 24.0–28.3 (26.5)
  Greatest depth 17.3 17.0–21.3 (19.1)
  Length pectoral 11.8 9.3–12.1 (10.4)
  Pelvic fin length 4.6 4.7–5.8 (5.3)
  Insertion pelvic fin to vent 27.3 25.2–29.8 (26.9)
  Pectoral insertion to first dorsal 7.9 7.7–9.8 (8.8)
  Length base first dorsal 27 25.1–27.0 (26.0)
  Length base second dorsal 10.1 7.7–10.6 (9.3)
  Spread caudal 23 18.9–36.5 (23.9)
  Length longest dorsal spine broken 6.3–19.3 (11.3)
  Length first dorsal spine broken 5.0–5.8 (5.4)
  Length second dorsal 9.2 5.8–8.7 (7.7)
  Length anal 8.8 4.6–9.0 (7.0)
  Length longest dorsal finlet 2.8 2.2–3.4 (2.9)
  Snout length 7.9 7.5–9.0 (8.4)
  Diameter of iris 2.9 2.8–4.8 (3.9)
  Length of bony orbit 3.7 4.0–6.0 (4.9)
  Interorbital width 6.9 6.1–7.8 (6.6)
  Length maxillary 11.4 12.0–15.5 (13.7)
  Least depth caudal peduncle 3.2 3.0–3.6 (3.3)
  Maximum width of body 8.8 7.2–17.3 (9.3)
  Greatest width caudal peduncle at keels 3.7 1.3–4.0 (2.6)

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of folk length, of Scomberomorus commerson.
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mm，マレーシア・トレンガヌ州クアラトレンガ

ヌ 沖（05°22′N, 103°15′E），2008 年 12 月 17 日，

松沼瑞樹；KAUM–I. 22137，体長 468.0 mm，マレー

シア・サバ州クダ沖（06°93′N, 116°94′E），2009

年 8月 23日，荻原豪太；KAUM–I. 23185，体長

226.3 mm，タイ王国・タイ湾（サムットプラーカー

ン県マハチャイの市場で購入），2009年 9月 8日，

底曳網，松沼瑞樹；KAUM–I. 23432，体長 144.9 

mm，タイ王国・タイ湾（サムットプラーカーン

県マハチャイの市場で購入），2009年 9月 24日，

底曳網，松沼瑞樹；KAUM–I. 32848，体長 228.6 

mm，タイ王国・タイ湾（サムットプラーカーン

県マハチャイの市場で購入），2010年 10月 27日，

底曳網，吉田朋弘；KAUM–I. 33123，体長 148.2 

mm，タイ王国・タイ湾（サムットプラーカーン

県マハチャイの市場で購入），2010年 11月 18日，

底曳網，吉田朋弘；KAUM–I. 32848，体長 228.6 

mm，タイ王国・タイ湾（サムットプラーカーン

県マハチャイの市場で購入），2010年 11月 25日，

底曳網，吉田朋弘；KAUM–I. 39447，体長 112.4 

mm，マレーシア・セランゴール州タンジュンセ

パット沖（02°39′N, 101°33′E），33 m，2007年 12

月 2日，本村浩之；KAUM–I. 47470，体長 198.7 

mm，タイ王国・タイ湾（サムットプラーカーン

県マハチャイの市場で購入），2012年 6月 20日，

底曳網，吉田朋弘．
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